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１．処理対象物について

安定器・汚染物等（高濃度ＰＣＢ廃棄物）

①安定器

②小型電気機器（３㎏未満）

③感圧複写紙

④ウエス

⑤汚泥

⑥ その他の汚染物等（ｼｰﾙ材、ｺﾝｸﾘｰﾄ殻・・等）
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１．「３㎏以上のトランス類・コンデンサ類」については、 『機器等登録』をお願いしま
す。記入要領や書式等については、当社ホームページの『機器等登録について』をご
確認ください。なお、保管容器（金属製）等も機器等登録となります。

（当社ホームページ；https://www.jesconet.co.jp/customer/download.html#anchor01）

２．処理対象物の「安定器・小型電気機器（３ｋｇ未満）」は、ＰＣＢを使用したものが対
象です。ＰＣＢ不使用のものは必ず取り除いてください。

保管されている安定器等にはＰＣＢを使用していないものが混入している事例が多く見られ
ますので、安定器、小型電気機器（3kg未満）の表示等（例・銘板・ラベル・刻印）に記載され
た情報等からＰＣＢ使用の有無の確認をお願いいたします（詳細は安定器の各製造者又は
一般社団法人日本照明工業会のＨＰ等をご参照ください）。

（参考）日本照明工業会HP；https://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm
※ 銘板が読み取れない安定器については、同一の保管場所に保管されていたものであって、か

つ銘板が読み取れた安定器と形状が同一と判断されるものであれば、そのPCBの使用・不使用
の判別結果に準じて判断していただいても構いません。ただし、形状が同一と判断されるものが
ない場合はPCB使用安定器として適切に取り扱い、JESCOに処分委託するようにしてください。

処理対象物に関する注意事項

３．低濃度PCB廃棄物は、JESCO処理対象外です。

環境省または都道府県知事等が認定（許可）した処理施設での処理が可能です。

https://www.jesconet.co.jp/customer/download.html#anchor01
https://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm
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２．処理料金と割引について

●安定器等・汚染物の処理料金（容器単位）

３０，８００（円/ｋｇ） × １缶当たりの総重量（ｋｇ）

(注) ・安定器等・汚染物の総重量（kg）」には、容器の重量を含みます。

・１缶当たりの安定器等・汚染物の総重量は、１㎏未満を切り捨て１㎏単位で算定します。
・上記計算により３０，８００円を下回る場合の処理料金は、３０，８００円です。

・当料金は全国一律です。

消費税（10%）込

【処理料金の計算例】

○安定器（重量：2.5㎏）1台を搬入可能容器の20Ｌ用ペール缶（重量：1.8㎏）に収納し搬入する場合

３０，８００円×（2.5㎏＋1.8㎏＝4.3㎏→4㎏）＝１２３，２００円

○安定器（重量：2.5㎏）１００台を搬入可能容器の200Ｌ用ドラム缶（重量：23㎏）に収納し搬入する場合

３０，８００円×（2.5㎏×100台＋23㎏＝273㎏）＝８，４０８，４００円
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指定容器（※９頁参照）で搬入する場合は、１缶あたりの処理料金から６１６，０００円
を差し引いた金額となります。

（ただし、差し引いた金額が単価の３０，８００円を下回る場合の処理料金は、３０，８００円とします。）

●指定容器割引

●中小企業者等軽減制度

【指定容器割引の計算式】
３０，８００（円/ｋｇ） × 1缶当たりの総重量（ｋｇ）－６１６，０００円

中小企業者等軽減制度申込書を提出し、中小企業者等と認定された場合に、処理費用および
収集運搬費用が軽減されます。

なお、保管する事業区域により、適用される助成対象費用、助成率が異なります。
詳しくはホームページ（https://www.jesconet.co.jp/customer/discount_03.html）を
ご確認ください。

https://www.jesconet.co.jp/customer/discount_03.html
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（１）搬入可能な容器に収納されていること。

（２）当社への搬入時に荷姿を変更する可能性がない状態のもの
（その状態で当社への処理委託が可能なもの）。

搬入荷姿登録とは？

安定器等・汚染物が以下の（１）（２）の条件に該当する場合に、

「搬入荷姿登録」を行うことができます。

＜注意＞

搬入可能な容器への収納は、保管事業者様単位で品目毎に分
別していただく必要があります。

※容器の天ぶたに中身を記載した紙等を貼り、中身を明示していただき
ますようお願いします。
（例）「安定器、ビニール」

３．登録制度について
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搬入可能な容器

○ バンドタイプのドラム缶・ペール缶

×

○

天ぶたをした状態で外径３０～６３ｃｍ、高さ３５～９１ｃｍの密閉できる金属製の
オープンヘッドドラム缶又はペール缶
＜注意＞

・ 天ぶたにガスケットを装着し、クロージングリング（ﾊﾞﾝﾄﾞ）をレバー又はボルトで締めて密閉（錆や傷等
で密閉性が損なわれたものは不可）

・ １缶当たりの総重量は、５００ｋｇ以下（３５０ｋｇ程度を目安）

３０cm～６３cm

３５cm
～

９１cm

× 天板固着式のドラム缶・
ペール缶は、契約や運搬の
際に中身の確認ができない。

×
× ラグタイプのペール
缶は、開閉の際の変形で
密閉性が保てなくなる。

《推奨》・ドラム缶の場合、JIS Z 1600に定めるM級の鋼製ドラム缶（板厚1.2ｍｍ）

・ペール缶の場合、２０L又は２７L缶

ドラム缶･ペール缶の密閉方法
搬入可能なドラム缶・ペール
缶の寸法（バンド含む）
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割引対象となる「指定容器」
＜指定容器の条件＞

天ぶたをした状態で外径が５５～６３ｃｍ、高さが８７～９１ｃｍの鋼製オープン
ヘッドドラム缶（例：JIS Z 1600規格）。

ただし、以下のものは割引を受けられないのでご注意！！

×ステンレス缶（注：塗装されていないドラム缶は、ステンレス缶の可能性有り）
×特殊な加工を行ったドラム缶
×ＰＣＢ油が漏れた油溜まりが視認できる汚染されたドラム缶
×夾雑物を含んだＰＣＢ油、塗料、水等液状のものを入れたドラム缶

指定容器の寸法 オープンヘッドドラム缶

この容器で搬入される場合、1缶あたりの処理料金から616,000円を差し引きます。

外径（バンド含む）
５５ｃｍ～６３ｃｍ

高さ
８７cm

～
９１cm

天ぶたにガスケットを装着し、
クロージングリング（バンド）
をレバー又はボルトで締めて
密閉できるもの

天ぶた

バンド

胴溶接部

Ｓ金具 ボルト･ナット

カール
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搬入可能な容器と指定容器の対比

搬入可能な容器 指定容器

容器
オープンヘッドのドラム缶
又はペール缶

オープンヘッドのドラム缶

寸法
外径：３０～６３㎝

高さ：３５～９１㎝

外径：５５～６３㎝

高さ：８７～９１㎝

材質 金属製 鋼製

密閉方法
天ぶたにガスケットを装着し、クロージングリング（バン
ド）をレバー又はボルトで締める構造のもの

１缶当たりの
総重量

５００㎏以下

（３５０ｋｇ程度を目安とし、超える場合はご相談ください）

指定容器割引 適用なし
１缶当たり６１６，０００円

を差し引くことを適用

※搬入可能な容器及び指定容器は、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ販売でご購入いただくか、または、当社処理
施設への入門許可を受けた収集運搬事業者までご相談ください。



① 搬入荷姿登録申込書 （総括表）

② 搬入荷姿登録調査票 （様式５）

③ 写真

搬入荷姿登録
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４．登録申込書について

※申込書等は、当社ＨＰに掲載している「安定器等・汚染物調査票記入要領」を
ご確認のうえ、 様式等のファイルをダウンロードして作成してください。

書式のダウンロード先 ：https://www.jesconet.co.jp/customer/select.html
・「登録書類のご案内」ページより、廃棄物を保管されている都道府県から事業区域をお選びください。

https://www.jesconet.co.jp/customer/select.html


１

搬
入
荷
姿
登
録
申
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（総
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表
）

登記等で用いている
正式な名称、及び代表者

名をご記入ください。

印鑑を押してください。

ＰＣＢを保管している
事業場住所、連絡先等を

ご記入ください。

12

ご登録いただく“缶数” を
ご記入ください。
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１．保管場所全体の写真 ： １登録に１枚
２．容器内が確認できる写真 ： １缶ごとに１枚
３．蓋の形状が分かる写真 ： １缶ごとに１枚
４．重量を証明する写真 ： 実測ごとに１枚

１．保管場所全体の写真

【１登録に１枚】

２．容器内が確認できる写真

【１缶ごとに１枚】

３．蓋の形状が分かる写真

【１缶ごとに１枚】

③
搬
入
荷
姿
登
録
に
必
要
な
写
真
（１
）
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４．重量を証明する写真 （実測方法の種類①～③）

＜ 総 重 量 ＞

目盛の重量
複数台実測の合計重量

＋容器重量

１台の重量×台数の合計重量

＋容器重量

①容器ごと実測 ③複数台を実測②同じ種類の１台を実測

容器ごと実測可能な場合 種類分けが困難な場合種類分けできている場合

①～③のいずれかの方法で、重量が確認できるように撮影してください。

※必ず蓋を含めて撮影してください。

③
搬
入
荷
姿
登
録
に
必
要
な
写
真
（２
）
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５．お問い合わせ窓口

登録について（書類郵送先）

〒105-0014
東京都港区芝一丁目７番１７号（住友不動産芝ビル３号館３階）
中間貯蔵・環境安全事業株式会社
本社ＰＣＢ処理営業部 登録担当 TEL： ０３－５７６５－１９３３

☆書式のダウンロード先 ：https://www.jesconet.co.jp/customer/select.html
「登録書類のご案内」ページより、廃棄物を保管されている都道府県から事業区域をお選びください。

https://www.jesconet.co.jp/customer/select.html

